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１.特別損失の計上及びその内容
（1）貸倒引当金繰入額

（2）減損損失

（3）関係会社株式評価損

（4）事業撤退損

２．平成26年3月期通期連結業績予想と実績との差異（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 38,600 150 200 110 5.61
今回実績値（Ｂ） 39,294 95 142 283 14.47
増減額（Ｂ-Ａ） 694 △ 55 △ 58 173 －
増減率（％） 1.8 △ 36.7 △ 29.0 157.3 －
（ご参考）前期実績
(平成25年3月期）

３．平成26年3月期通期個別業績予想と実績との差異（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 36,000 100 200 120 6.12
今回実績値（Ｂ） 36,585 58 133 167 8.57
増減額（Ｂ-Ａ） 585 △ 42 △ 67 47 －
増減率（％） 1.6 △ 42.0 △ 33.5 39.2 －
（ご参考）前期実績
(平成25年3月期）

４．差異が生じた理由

以 上

特別損失の計上及び業績予想値と実績値との差異等に関するお知らせ

　当社は下記のとおり特別損失を計上することになりましたので、その概要をお知らせいたします。
　また、平成25年5月15日に公表いたしました平成26年3月期通期（平成25年4月1日～平成26年3月31日）の業績予想値と
本日発表いたします平成26年3月期通期の実績値との差異についてお知らせいたします。

△ 5.11△ 340

記

　当期の個別決算において連結子会社の財政状態が悪化したことにより、関係会社株式評価損63百万円を計上いたしま
す。
　なお、当該貸倒引当金繰入額は、内部取引として消去されるため、連結業績数値には影響いたしません。

　当社の連結子会社である株式会社ゼオス宇部が運営しておりましたスポーツクラブゼオス宇部店に伴い、事業撤退損とし
て27百万円を計上いたします。

38,218 △ 374 △ 324

　当期の個別決算において連結子会社の財政状態が悪化したことにより、関係会社立替金等に対して貸倒引当金繰入額
125百万円を計上いたします。
　なお、当該貸倒引当金繰入額は、内部取引として消去されるため、連結業績数値には影響いたしません。

　「固定資産の減損に係る会計基準」基づき、当社グループは当期末において一部店舗の固定資産減損処理を実施し、連
結で86百万円、個別で33百万円を減損損失として計上いたします。

△ 248 △ 12.69

（個別）
　売上高につきましては、計画以上に推移しましたが、販売価格の低下に伴い売上総利益が当初の予定を下回ることによ
り、営業利益、経常利益は下回ることになりました。当期純利益につきましては、繰延税金資産の増加し、また法人税等調
整額289百万円の計上により当初計画を上回ることになりました。

35,412 △ 227 △ 100

（連結）
　主に個別業績予想の修正に伴うものであります。


